








要約:WISC-R 全 1Q が 71 以上の高機能広汎性発達障害 16 例と学習障害の前駆状態とされ

る注意欠陥・多動障害 12 例に、上野らの学習障害(LD)分類を適用し、前者で 14 例(87.5%)、

後者で 9 例(75.0%)が LD と分類された。両群は、LD 下位群の分布、WISC-R の全、言語性

および動作性 IQ に有意差はなかった。専門家に LD と診断された 13 例の発達特徴を検討

すると、9 例は広汎性発達障害の既往が疑われた。学習障害は、多くの他の発達障害とそ

の近縁の障害の発達経過上に現われうる状態と、広義に定義することが臨床的に有用であ

る。この方向での学習障害の定義の改訂が示唆された。


